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しょうほん 

むかしの 正本 風に 書く と、 本舞台 一面の 平ぶ たい、 

正面に 朱塗りの 仁王門、 門の なかに 観音 境内の 遠見、 

よきと ころに 銀杏の 立 木、 すべて 浅 草 公園 仲 見 世の 体 

よろしく、 六 区の 観 世 物の 鳴 物に て 幕 あく。 と、 

かみて そうざい 

上手より 一人の 老人、 惣菜の 岡 田からで も 出て 来たら 

しもて 

しい 様子、 下手よりも 一人の 青年 出で 来たり、 門の ま 

えに て 双方 生き 逢い、 たがいに 挨拶す る こと 宜しく あ 

る。 

「や あ、 これ は …… 。 お 花見です かい」 



たまち 

田 町の 袖摺 稲荷の そばに ある 黒 沼 孫 八と いう 旗本 屋敷 

の 大屋 根のう えに、 当年 三、 四 歳ぐ らいの 女の子の 死 

骸が うつ 伏せに 横たわって いたが、 屋根のう えで ある 

から 屋敷の 者 もす ぐに は 発見し なかった。 かえって 隣 

り 屋敷の 者に 早く 見つけられて、 黒 沼 家で も 初めて そ 

れを 知って 騒ぎ 出した の は 朝の 五ッ (午前 八 時) を 過 

ち ゆ うげ ん 

ぎた 頃であった。 足軽と 中間が 長 梯子 を かけて、 朝 

霜の まだ 薄白く 消え残つ ている 大屋 根に のぼって 見る 

と、 それ はたし かに 幼い 女の 児で、 服装 も 見苦しくな 

き リ よう みにく 

い。 容貌 も 醜くない。 ともかく 担ぎお ろして 身の ま 

わり を あらため たが、 彼女 は 腰巾着 を 着けて いなかつ 



かかった 額，. ぎ わに 大きい 皺 をき ざんで 見せた。 「なに 

ぶんに も 筋道の 判らぬ 一 件で、 手前 共 もま ことに 迷惑 

している。 得体の わからぬ 小娘の 死骸 を そのまま 取り 

捨てて しまえば 何の 仔細 もない 事で あるが、 主人が ど 

うしても 不承知で、 その 身よりの 者 を 探し出して 必ず 

あてど 

引き渡して やれと いう。 さりと て当途 もない 尋ね もの 

第一 に その 死骸が 何処 を どうして 屋敷の 屋根の 上に 投 

げ 込まれた のか、 それすら 一向に 見当の つかぬ ような 

始末で、 われわれ 甚だ 困却して いるが、 そちら は 商売 

柄、 なんとか 筋道 をた ど つ て 探索して は 下さるまい か」 

「へえ、 小山の 旦那から もお 話が ございま したから、 



人 ほどが 寄り あつまって、 四ッ (午後 十 時) を 過ぎる 

頃まで 賑やかに 騒ぎ あかした。 その 疲れで 屋敷 じゅう 

の 者 もみん な 好く 寝込んで しまったので 高い 大屋 根の 

上に 這いの ぼ つ た 者が あ つた か、 転げ落ちた 者が あ つ 

たか、 誰も 一向 気がつかなかった。 現にけ さもよ そか 

ら 注意され て 初めて それ を 発見した くらいで あるから 

それが 宵の ことか、 夜半の ことか、 暁け 方の ことか、 

まるで なんにも 見当 は 付かない と 云った。 

「この 子供の 人相 はまった く 何人も 御存じな いんです 

ね」 と、 半 七 は 念 を 押した。 

「わたし は 無論 見 おぼえがない。 屋敷 中の もの も 残ら 



「久しく 砂 村のお 稲荷 様へ 参詣し ねえから、 ふいと 思 

い 立った のよ。 きょうは 仕事 も 半ち くだから、 急に 御 

信心が きざし たんだ。 迷惑で なければ 一 緒に 来て く 

れ」 

「ようがす。 わつ しも どうで ひまな 人足なん ですから、 

どこへ でもお 供し ますよ」 

二人 はすぐ に 連れ立って 出た。 もうかれ これ 八ッ 

(午後 一 一時) 過ぎ だとい うのに、 これから 何で 深 川の 果 

てまで わざわざ 出かける のかと、 庄太は 内心 不思議に 

思って いるら しかった が、 黙って 素直に ついて 来た。 

あずま 

吾妻橋 を 渡って、 本 所 を 通り越して、 深 川の 果ての 果 



て、 砂 村 新田の 稲荷前に ゆき 着いた の は 八幡の 鐘が も 

う 夕 七つ (午後 四時) を撞き 出した あとで、 春と いつ 

ひあし どて 

て もま だ 日晷の 短い この頃の 夕風 は、 堤 下に 枯れの 

こ つてい る 黄色い 蘆の 葉 を 寒そう に ふるわせ ていた。 

「親分。 ちっと 冷えて 来ました ぜ」 と、 庄太は 襟 をす 

くめた。 

「ああ、 日が 落ち かかる と、 やっぱり 寒い」 

稲荷の やしろに 参詣して、 二人 は そこに ある 葭簀 張 

リの掛 茶屋に はいった。 もう そろそろと 店 を 仕舞いに 

かかって いた 女房 は、 客 を 見て 急に 笑顔 をつ くった。 

「お 寒い の に 遠方 御 信心で) J ざいます。 なん にも，、 h J ざ 



「そうだろう。 来月 はもう 初 午 だから」 と、 半 七 は 煙 

草 をす いながら 云った。 「それでも 毎日 二三 十 人 は あ 

ります かえ」 

「多い 時 は その 位 ございま すが、 きょう なぞ は 唯った 

十一 一三 人で ございました。 そのな かで 半分ぐ らい は 日 

かた 

参の 方ば かりで ございます」 

「やっぱり ここまで 日参の 人が あります かえ、 御 信心 

はお そろし いもの だ。 わたしなん ぞは 一度で も 好い 加 

減に がっかりして しまった」 と、 庄太は 硬い 焼 団子 を 

頰 張りながら、 いかにも 感心した ように 云った。 

r 御 信心 も いろいろ ございま すが 、 中には 随分お 気の 



き ば 

毒な の も ございます。 けさ 木場の 方から 見えた 若い お 

かみさんなん ぞ はほんと うに 惨ら しいよう で， > ざい ま 

まだ レ 

した。 この 寒い のに 浴衣 一枚で、 これから 毎朝 跣 足 参 

り をす るんだ そうです が、 見る から 痩せぎ すな、 孱弱 

そうな 人です から、 からだ を 痛めなければ いいが と 案 

じています。 そり や あ 御 信心で ございます けれど、 あ 

んまリ 無理 をす ると やっぱり 長続きが 致しません から 

ね」 

「その 若い おかみさん というの は どこの 人で、 どんな 

がん 

願 を 掛けて いるの かしら」 と、 半 七 も 同情す るよう に 

Irt ヽ ち。 
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「はい。 女の 児 だそう でございます。 名 はお 蝶と いつ 

て、 お 父ッっ あん は次郎 八と いうんだ とか 聞きました。 

子供の ことです から、 そんなに 遠い ところへ 迷って 行 

きも 致します まいし、 川へ でも^つ たのなら 死骸が も 

う 浮き上が りそうな もんです が、 どうした もんで しょ 

うかね え」 と、 女房 は 溜 息をつきながら 云った。 「お 稲 

荷 さまの 御利益で、 どうか まあ、 ちっとも 早く その子 

供の 安否が 知れる ようにして 上げたい と、 わたくし 共 

も 蔭ながら お祈り 申して おります」 

「そり や あ 全く だ。 しかし 信心の 徳で、 今になん とか 

判る だろう」 



も その 河 獺のお 話です」 

弘化四 年の 九月の ことで、 秋の 雨の 二、 三日 ふりつ 

づ いた 暗い 晩であった。 夜 ももう 五ッ (午後 八 時) に 

なか ごうか わら まち 

近いと 思う ころに、 本 所 中の 郷瓦 町の 荒物屋の 店 障 

子 を あわただしく 明けて、 ころげ 込む ように はいって 

来た 男が あった。 商売 物の 蠟燭 でも 買いに 来たの かと 

思う と、 男 は 息 を はずませて 水 を くれと 云った。 うす 

暗い 灯の 影で その 顔 を 一 と 目 見て、 女房 はき やっと 声 

を あげた。 その 男 は 額から 頰 から、 頸筋まで 一 面に な 

まな ましい 血 を 噴き出して、 両方の 鬢は搔 きむ しられ 



吉 というの は 彼女の # 夫で、 十 右衛門の 懐中に 五 十両 

の 金 を もってい るの を 知って、 あとから 尾け て 来て 強 

奪した のであろう。 役人た ちの 鑑定 は 皆 それに 一 致し 

た。 半 七 もそう 考える より ほかはなかった。 併し 金が 

ない という だけの ことで、 すぐにお 元 を 疑う わけに も 

行かなかった。 かれは 途中で 取リ 落した かも 知れない。 

よも やと は 思っても、 駕籠の なかに 置き忘れて 来た か 

も 知れない。 ともかくも 中の 郷へ 行って、 そのお 元と 

いう 女の 身許 を 十分に 洗った 上の こと だと 半 七 は 思つ 

た。 

彼 は それから すぐに 自身番 を 出て、 十 右衛門の 疵の 



ら 何もかも 申し上げ ますから、 どうぞ 此女 はお 赦 しね 

力 レま す」 

「正直に 云えば 上に もお 慈悲 は ある」 と、 半 七 は 云つ 

た。 

「実は その 政吉 はわた くしの 甥で、 瓦 職人 をいた して 

居ります。 この 娘と 行く ゆく は 一緒にする という 約束 

も ございま したが、 いろいろの 都合が ありまして、 娘 

も 唯今で は 他人 さまのお 世話にな つ て 居ります ような 

訳で，、 - J ざいます。 その 政吉が 昨晩たず ね てまい リ まし 

て、 娘 やわた くしと 火鉢の 前で 話して 居りまして …… _ 

しま 

実のところ、 下 谷の 旦那 は なかなか 吝 つてい らっしゃ 



叔母と お 元との 愚痴 話 を 先刻から 気の毒 そうに 聴い 

ていた 政吉 は、 その 小判 を 二人の まえに 出して、 これ 

で 移り かえの 支度 をして くれと 云った が、 正直な お 石 

おやこ 

母子 は 不安に 思って、 どうしても それ を 受け取らな 

かった。 拾った 物 は 授かり もの だと 云って、 政 吉がロ 

を 酸，. くして 勧めても、 母子 は 強情に 受け取ろ うとし 

なかった ので、 彼 はしまい に は 疳癩を 起して、 その 小 

判 を 引つ 摑んで どこ へ か 黙って 出て 行って しまった。 

拾った と 云えば それまで であるが、 小判 二 枚の 出 所が 

なんだか 気に かかる ので、 母子が けさから その 噂 をし 

ている ところへ、 半 七が 調べに 来たので あった。 
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